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南部箕蚊屋広域連合 広域計画 

 

 

１ 広域計画の趣旨 

平成１２年度から導入された介護保険制度の円滑な実施に向け、西伯町、会見町、岸

本町、日吉津村の３町１村は、介護保険財政の安定化と効率的かつ健全な運営を図り高

齢者に対する保健・医療・福祉の一体的なサービスを提供するために、平成１１年７月

１９日に南部箕蚊屋広域連合（以下「広域連合」という。）を設立しました。 

その後、平成１６年１０月に会見町と西伯町が合併し南部町に、平成１７年１月には

岸本町と溝口町が合併し伯耆町になったことにより、現在は２町１村により構成されて

います。 

南部箕蚊屋広域連合広域計画（以下「広域計画」という。）は、地方自治法第２９１条

の７の規定に基づき広域連合が行う事務に関して、広域連合並びに広域連合を組織する

南部町、伯耆町及び日吉津村（以下「関係町村」という。）が相互に役割を担い、連絡調

整を図りながら総合的かつ計画的に処理する事項等について定めるものです。 

 

２ 広域計画の項目 

広域計画は、広域連合規約第５条（広域連合の作成する広域計画の項目）の規定に基

づき、次の項目について記載します。 

① 介護保険事業に関連して広域連合及び関係町村が行う事務に関すること 

ただし、要介護認定及び要支援認定に係る事務のうち、審査及び判定に関するも

のを除く。 

② 老人福祉計画の広域化のための調査研究に関すること 

③ 鳥取県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例（平成１１年鳥取県条

例第３５号）第２条の規定により広域連合が処理することとされた事務に関するこ

と 

④ 広域計画の期間及び改定に関すること 

 

３ 介護保険事業に関連して広域連合及び関係町村が行う事務に関すること 

広域連合及び関係町村は、介護保険事業の実施に関連して、次の事業を行います。な

お、関係町村において広域連合規約第４条（広域連合の処理する事務）に規定する事務

の一部を行うにあたっては、関係町村の担当職員を広域連合の職員と併任することとし

ます。 

（１）被保険者の資格管理 

○ 被保険者の資格管理は、資格の得喪・異動の届出について住民基本台帳法上の届

出をもって代えることとすることから、関係町村の持つ住民基本台帳等の情報を活

用できるよう関係町村との間に構築した情報ネットワークシステム（以下「情報シ

ステム」という。）により、広域連合が行います。 
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○ 住民からの被保険者資格に関する届出や申請の受付は、原則として関係町村にお

いて行います。 

（２）要介護認定及び要支援認定 

○ 被保険者からの認定に関する申請の受付は、原則として関係町村において行いま

す。 

○ 要介護認定及び要支援認定は、鳥取県西部広域行政管理組合介護認定審査会の判

定結果に基づき、広域連合が行います。 

○ 広域連合は、審査判定が公平公正に行われるよう、訪問調査を担当する認定調査

員（介護支援専門員等）に対して鳥取県が開催する調査員研修への参加を義務化し、

必要に応じて広域連合独自で研修を行います。 

（３）保険給付 

○ 保険給付は、要介護・要支援認定者に対して現物給付又は、現金給付（償還払い）

により広域連合が行います。 

○ 保険給付に関する届出や申請の受付は、原則として関係町村において行います。 

（４）介護保険事業計画の策定 

○ 介護保険事業計画は、介護保険対象サービスの利用見込み量及びその確保策並び

に保険給付の円滑な実施を図るために必要な事項について定めます。 

○ 計画の策定は、関係町村からの住民代表者を含めた介護保険運営協議会（以下「運

営協議会」という。）に諮り、広域連合が行います。 

○ 計画の見直し及び進行管理については、運営協議会が行います。 

（５）保険料の賦課及び徴収 

○ 第１号被保険者の保険料（以下「保険料」という。）の賦課は、保険料が第１号被

保険者本人及びその属する世帯の世帯員の所得に応じて段階的に定められること

から、情報システムにより関係町村の持つ課税情報や年金情報等を活用して広域連

合が行います。 

○ 保険料に関する届出や申請の受付は、原則として関係町村において行います。 

○ 保険料の普通徴収及び滞納整理は、関係町村の協力を得て、広域連合が行います。 

（６）地域支援事業 

○ 地域支援事業は、対象となる高齢者の把握について、関係町村の持つ健診情報等

を活用する必要があることから関係町村（福祉・保健担当課）と連携して実施しま

す。 

○ 地域包括ケアシステムは、地域づくり・まちづくりと密接な関係を持っています。

関係町村が、地域の多様な主体・人材を活用し、住民が主体的に参加し、自らが担

い手となるような生活支援・介護予防サービスを創出するよう広域連合が支援をし

ていきます。 

○ 地域包括支援センターは、地域包括ケアシステムの中核としてその役割がますます

重要となってきますので、関係町村ごとに関係課に併設し、地域ケア会議の開催や、

地域におけるネットワークの拡充など高齢者を支えていくための取組みを関係町

村と強化していきます。 

○ 在宅医療・介護連携の推進は、高齢者が疾病をかかえても、自宅等の住み慣れた生
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活の場で療養し、自分らしい生活を続けられるよう、鳥取県、西部医師会、関係町

村内の医療機関、西部圏域市町村と連携しながら広域連合が関係町村と協力して実

施します。 

○認知症施策は、鳥取県、西部医師会、認知症疾患医療センター等と協議、連携しな

がら広域連合が関係町村と協力して実施します。 

（７）介護保険サービス提供基盤の整備 

○ 介護保険サービス提供基盤の整備については、広域連合が介護保険事業計画に基

づき関係町村と連携して行います。 

○ 地域密着型サービス事業者の指定等については、運営協議会の意見を基に、広域

連合が指定等を行います。 

（８）相談及び苦情への対応 

○ 介護保険に関する住民からの相談や苦情への対応は、関係町村と広域連合が緊密

に連携して行います。 

○ 介護サービス利用者からの相談を通じ、利用者の疑問や不満及び心配ごとの解消

を図り事業所との意見交換を行うなどの介護相談業務を行います。 

（９）社会保障・税番号制度の対応 

○ 行政手続における特定個人を識別するための番号の利用等に関する法律（平成２

５年法律第２７号）に基づく個人番号利用事務は、情報システムにより関係町村と

広域連合が緊密に連携して行います。 

○ 情報提供ネットワークシステムを利用した特定個人情報の照会及び回答は、構成

町村が行います。 

 

４ 老人福祉計画の広域化のための調査研究に関すること 

老人福祉計画は関係町村ごとに作成され町村独自の施策が行われていますが、広域連

合全体で介護予防や認知症対策を推進していくためには、関係町村の高齢者に関する保

健福祉事業と広域連合の介護保険計画が整合性のあるものとなるよう調整が必要となり

ます。 

そこで、広域連合が次の項目について関係町村と連携して調査研究していくこととし

ます。 

（１）介護予防の推進 

介護が必要な状態に陥ることを予防し又は、要介護状態が悪化することを防止する

ために、閉じこもり防止や生活支援、地域住民の自主的活動など介護保険外サービス

の充実や各種サービス提供機関と相談窓口などが、十分連携できる体制の整備に関す

る検討を行います。 

（２）認知症対策 

認知症高齢者が住み慣れた地域において、安心して生活が継続できるように医療と

介護並びに地域が相互に連携を行い、認知症高齢者やその家族を支援するためのネッ

トワークの構築、また、認知症に対する正しい知識の普及啓発や相談体制の充実に関

する検討を行います。 
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５ 鳥取県知事の権限に属する事務の処理の特例に関し広域連合が処理する事務に関す

ること 

鳥取県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例（平成１１年鳥取県条例第

３５号）の規定により権限の委譲を受けている事務について、次の項目のとおり実施し

ます。 

○ 介護保険法に定める、指定居宅サービス事業者及び指定介護予防サービス事業者

に係る指定、届出受理等の事務及び指導監督等に係る事務を広域連合が行います。 

○ 実施にあたっては、住民福祉の向上の視点に立ち適正な事務処理を行います。 

 

６ 広域計画の期間及び改定 

広域計画は、平成２７年度を初年度として平成３１年度までの５年間を計画期間とし

ます。ただし、社会情勢の変化に対応するため、広域連合長が必要と認めるときは、随

時改定を行うものとします。 

 

 


